
 

「阪神淡路大震災」から20 年。震災の教訓を後世に語り継ぎます。

 

 

震災被害者の方々のご冥福をお祈り申し上げ、人との絆の大切さを後世に伝えます
 

 
 

 福 岡 県 「国 民 保 護 共 同 実 動 訓 練 」が開 催 されます 
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  1995 年１月１７日に発生した「阪神淡路大震災」から、20 年目を迎え

ました。「阪神淡路大震災」は、淡路島北部を震源としてマグニチュード

７．３の地震が発生、神戸市や阪神地区広域に甚大な被害をもたらしました。

　死者 6,434 名、行方不明者３名、負傷者43,792 名。当時の避難人数

316,678 人。住家被害では、全壊104,906 棟、半壊144,274 棟、全半壊合計249,180 棟（約

46 万世帯）、一部損壊390,506 棟。火災被害は、全焼7,036 棟、焼損棟数7,574 棟、罹災世帯

8,969 世帯。その他被害として、道路7,245 箇所、橋梁330 箇所、河川774 箇所、崖崩れ347 

箇所。被害総額は約10 兆円を超えました。

  「阪神淡路大震災」から20 年、「東日本大震災」からまもなく４年。私たちは二つの大きな震災

を経験しました。日々、地震列島の上に暮らしていることを改めて認識するとともに、地震・津波被

害の怖さとともに、震災への備え、防災の大切さ、地域コミュニティーの大切さ、人と人との絆の尊

さを学びました。そして、その教訓をしっかりと後世につないでいかなければならないと思います。

　2015 年は、「地下鉄サリン事件から20 年」、「オウム真理教・麻原彰晃容疑者逮捕から20年」

という節目の年でもあります。

　福岡県は、『国民保護法』及び『福岡県国民保護計画』に基づき、本年1 月20 日（火）に福岡市

営地下鉄「橋本駅」を中心に国民保護共同訓練を行います。

　今回の訓練の参加機関は、福岡県、福岡県警、内閣官房、内閣府、警察庁、消防庁、厚労省、国交

省、防衛省・自衛隊、福岡市、福岡市消防局、福岡市交通局、国立病院機構九州医療センターほか、各

病院、医師会など43 機関、約1,000 名の参加となります。

　訓練の想定は、「福岡市営地下鉄橋本駅に到着した電車内において、化学剤（サリン）が散布され、

多数の死傷者が発生する。その後、犯行グループは、駅に隣接する大型商業施設に対する爆破を予告す

る」というもので、地下鉄駅における化学剤散布を想定した国民保護共同実動訓練です。県民・市民の

生命を守るための訓練となります。各関係機関のご尽力ととともに、市民の皆様のご理解とご協力をお

願い致します。

　


